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研究会報告

緒言

｢乱れ｣や ｢非線型｣は､相転移における秩序の形成過程を支配する主要な要因であ

るが､とりわけ近年活発に研究されている所謂コンプレックスな物理系において重要な

役割を果たしていることは改めて言うまでもない｡

本研究計画の目的は､希釈磁性体や層間化合物､超伝導セラミックスをはじめ､ヘテ

ロな複合物理系一般を対象として､秩序化における ｢乱れ｣と ｢非線型｣の役割を様々

な視点から考察することであった｡スピングラスやパーコレーションをキー概念とし､

着目する系の非線型応答や緩和現象を手がかりとして秩序化の特性を明らかにし､その

動的構造の解明を試みることは本計画の一つの主眼目であった｡秩序化過程における量

子効果､例えば､核生成をはじめとする非平衡状態の緩和過程に与える量子ゆらぎの影

響を探索することも本研究計画の主要な課題であった｡

このような意図の下に､表題の研究会が平成6年6月6日 (月)-8日 (水)の3日

間､本報告書の最後に収録されているプログラムに従って､京大基礎研の大講義室にお

いて開催された｡会期中終始活発な議論が展開され､本研究会は大変実り多いものであ

った｡その成果の具体的内容については､以下に詳しい報告がなされている｡ま■たこの

企画によって､世話人はもとより全ての参会者が､それぞれに今後の研究活動に向けて､

新たな視点と脱望を朋くことが出雅たことを確信している.

この研究会の開催に当たって関係各位からいろいろご支援とご教示を頂いた｡事務的

な面では､京大基礎研の松本事務官と京都工繊大の島技官に大変お世話になった｡併せ

て感謝の意を表したい｡

平成6年 9月
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